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本稿の概要

ティーチング・ポートフィリオ（Teaching 

Portfolio: TP）は，自らの教育活動について振
り返り，自らの言葉で記し，多様な根拠資料に
よってこれらの記述を裏づけた教育業績につ
いての厳選された記録である（栗田，Online）。
日本において，TPは 2008年の中央教育審議会
答申「学士課程教育の構築に向けて」で取り上
げられ，教育活動の可視化および多面的な教育
業績評価のツールとしてその有用性が認められ
ている（皆本，2016）。その普及に先駆的に取
り組んでいる大阪公立大学工業高等専門学校
（高専）TP研究会による第 27回 TP作成ワーク
ショップ（WS）が，2022年 9月 6日～ 8日，
Zoomによるオンラインにて開催された（早川
ほか，2024）。本稿の目的は，そのWSへ受講
者（メンティー：メンターによるメンタリング
を受ける者）として参加した著者が 3日間の
WSを通じて作成した TPを提示することであ
る。大阪公立大学高専 TP作成WSはその第 1

回が 2009年に開催され，第 2回以降はWS修
了者がメンターを務め，年 2-3回ペースで継続
展開されている。WS参加申込者（メンティー）
には参考図書「ティーチング・ポートフォリオ 

スターターブック（大阪府立大学高専ティーチ
ング・ポートフォリオ研究会編，2011）」が送
付され，メンティーはそれを参照しながら，ス
タートアップ（SU）シートへの事前回答を求
められた。SUシートの目的は，メンティー自
身の教育活動の整理とエビデンスの収集，そし
て簡単な振り返りであった。その内容は，メン
ティーが関与する全ての教育活動を挙げた後，
各々の概要や，それらすべての教育活動に共通
する方法や方針，それらにおける独自の工夫や
その理由，学生に身につけてもらいたいこと，
自身の教育活動に関する短期的・長期的なゴー
ル，最後にこのシート作成所要時間であった。
この SUシートをベースに，各メンティーにつ
くメンターとともに。朝から夕刻まで 3日間の
WSが展開された。最終的に作成した TPを提
出し，基準をクリアした合格者に本WSの修了
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その概要；6学協会等の委員等を委嘱されて
いる場合は，その名称と概要；7学外ボラン
ティア活動等実施の場合はその概要

⑤以上にあげた教育活動について：1共通する
方法や方針について箇条書きで挙げる；2特
定の授業科目における独自の工夫等，特徴的
な方補や方針があれば，該当授業科目を明示
するとともに，箇条書きで挙げる；3卒業研
究指導や研究室運営における独自の工夫等特
徴的な方法や方針を箇条書きで；4この 1-3

で挙げた方法や戦略をとっている理由
⑥ TP作成において用意できるエビデンスに◯
をつける。追加事項加筆可能
⑦これまで行ってきた教育改善の実績（教材御
開発等）について
⑧参加者の授業を受けた学生や指導学生に，ど
のようなことを身につけてほしいか，または
どのように変わってほしいか
⑨教育活動に関する今後の目標を，短期的ゴー
ルと長期的ゴールに分けて。
⑩以上の TPスタートアップシート作成に要し
た時間

（2）TP作成WSの 3日間のスケジュール
TP作成WSのスケジュールを表 1に示す。
初日オリエンテーション後，メンティーは数回
のメンターとの個人面談（メンタリング）を交
えながら TPを作成する。研修受講者が TP作

成を個人で行なっている間，メンターの先生方
はそれぞれが担当する受講者の進捗状況を報
告しあい，どのようにサポートしていくかに
ついて，スーパーバイザーとも相談するメン
ターミーティングが行われていた（早川ほか，
2024）。さらなる詳細は，早川ほか（2024）に
よる TP作成WSの開催報告を参照されたい。
以下に，著者が初めて作成した 2022年 9月

時点のティーチング・ポートフォリオ（TP）
を掲載する。なお，WS最終日の TP提出期日
（2022年 9月 8日）時点で集計が間に合わなかっ
たデータを，その後に一部追記している。

ティーチング・ポートフォリオ

木内敦詞（筑波大学体育系） 
2022年 9月 8日作成（初版）

TP の構成
本 TPは以下 6項目で構成される：Ⅰ　教育

の責任，Ⅱ　教育理念，Ⅲ　授業の目標と方法，
Ⅳ　成果と評価，Ⅴ　今後の目標，Ⅵ　添付資
料。（これらは，著者が提出した実際のTPでは，
表紙の次のページに「もくじ」として記載され
ている。）

はじめに
このティーチング・ポートフォリオ（以下，

TP）は，これまでの大学体育教員としての活

表 1 第 27 回ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ⽇程 

 
 
 
表２ ティーチング・ポートフォリオを評価する際のルーブリック例（皆本，2016） 

 
 
 

2022/9/6⽕ 2022/9/7⽔ 2022/9/8⽊
  9:00-9:50 オリエンテーション   9:00-10:00 TP作成作業（各⾃）  8:45-9:45 TP作成作業（各⾃）
10:00-12:00 TPチャート作成WS 10:00-11:00 第３回個⼈ミーティング  9:45-10:45 第５回個⼈ミーティング
12:00-12:45 昼休憩 11:00-12:00 TP作成作業（各⾃） 10:45-11:45 TP作成作業
12:45-14:15 第１回個⼈ミーティング 12:00-12:45 昼休憩 11:45-12:30 昼休憩
14:15-17:00 TP作成作業（各⾃） 12:45-14:15 中間発表＋意⾒交換会 12:30-13:15 よいメンタリングに必要なこと
17:00-18:00 第２回個⼈ミーティング 14:15-17:00 TP作成作業 13:15-14:45 TP作成作業＆プレゼン準備
18:00-19:00 TP作成作業（各⾃） 17:00-18:00 第４回個⼈ミーティング 14:45-16:30 プレゼンテーション
19:00-20:00 ⼣⾷休憩 18:00〜 TP作成作業（各⾃） 16:30-17:00 修了式
20:00-21:00 意⾒交換会 23:00 TP第２稿提出締切期限 19:00-20:30 修了を祝う会（任意）
21:00〜 TP作成作業（各⾃）
TP：ティーチング・ポートフォリオ  WS：ワークショップ

評価項⽬ 優れている（３点） 妥当（２点） やや不⼗分（１点） 不⼗分（０点）
教育の責任に関する記
述

教育の責任が簡潔に分かり
やすく書かれており，損愛
⽤も必要⼗分である．

教育の責任がおおむねまと
まってはいるが，読み⼿が
理解するにはもう少し構成
を考えるべきである．

教育の責任が記載さている
が，冗⻑で，分かりづら
く，構成を修正すべきであ
る．

教育の責任が，ただ単に経
歴や科⽬⼀覧になってお
り，全く構成が考えられて
いない．

教育理念とTP構成要素
との関連

教育理念が中⼼的なテー
マ，あるいは教育⽅法以降
のTP構成要素すべてに深
く関連している．

教育理念とTP構成要素が
およそ関連づけられている
が，関連は弱い，あるいは
明瞭ではない．

教育理念とTP構成要素が
関連づけられていない．

教育理念が記載されていな
い．

教育⽅法 代表的な教育⽅法や学習活
動の例（例えば，講義例，
トピックス例，グループ
ワーク例など）が，学習到
達⽬標や学習環境に応じて
適切なものになっている．

代表的な教育⽅法や学習活
動の例を，学習到達⽬標や
学習環境に応じて変えては
いる部分もあるが，同じ⽅
法て⾏なっている部分もあ
る．

教育⽅法や学習活動の例が
学習到達⽬標あるいは環境
にかかわらずおよそ同じで
ある．

教育⽅法や学習活動に関す
る記述がない．

教育⽅法とTP構成要素
との関連

教育⽅法が教育理念や学習
到達⽬標と密接に結びつい
ている．

教育⽅法が教育理念や学習
到達⽬標と結びついて⼊る
が，つながりが⼗分ではな
い部分がある．

教育⽅法と教育理念や学習
到達⽬標との結びつきが漠
然としている，あるいは弱
い．

教育⽅法が教育理念や学習
到達⽬標とは結びついてい
ない．

教育成果の提⽰⽅法 提⽰されている質的評価や
量的評価のデータが明瞭で
分かりやすい．

提⽰されている質的評価や
量的評価のデータがおおむ
ね分かりやすい．

提⽰されている質的評価や
量的評価のデータが分かり
づらい．

質的評価や量的評価のデー
タが視覚的にまとめられて
いない．

教育成果とTP構成要素
との関連

教育成果を⽰すデータが教
育理念や学習到達⽬標と関
連づけられている．

教育成果を⽰すデータが教
育理念や学習到達⽬標と関
連づけられているが，関連
付けが⼗分ではない．

教育成果の分析があまり⾏
われておらず，教育⽅法と
学習到達⽬標との関連もほ
とんどない．

教育成果を⽰すデータが全
くない．

教育者としての⽬標 教育⽬標が教育⽅法や教育
成果と密接に結びついてい
る．

教育⽬標が教育⽅法と教育
成果と結びついているが，
関連が⼗分ではない．

教育⽬標がありきたりで，
教育⽅法と教育成果との関
連もほとんどない．

教育⽬標が教育⽅法や教育
成果と全く結びついていな
い．

表 1　第 27回ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ日程
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証が授与された。TP作成を通じて整理された
著者の教育理念（資料 1）は，「誰もが全力で
スポーツを楽しみ，スポーツで考え，スポーツ
で成長できる，社会の縮図を体験できるような
体育授業を創ること」であった。また，それを
支える教育方針は，「他者と知恵を絞って協働
する姿勢」，「全力で物事に取り組む態度」，「失
敗や成功の体験から学ぶ習慣」であった。以下
では，まず，大阪公立大学高専 TP作成WSの
概要を述べた後，そこで作成された著者の TP

を掲載する。

大阪公立大学高専 TP作成WSの概要

（1）WS前に提出するSUシート
このシートの目的は，自身の教育活動の整理
とエビデンスの収集，そして簡単な振り返り
を行うことであった。そこへ記入する情報は，
WSでの自身の作業に用いるだけでなく，メン
ターが参加者のことをよく知り，よりよいメン

タリングを行うためにも重要な意味を持つこ
と，そして SUシートを丁寧に作成することは，
PFの質を確実に高めるとの説明が付されてい
た。記入内容は，メンターチーム以外に許可な
く公開されることはないことが明記されてい
た。以下に SUシートの項目と内容を示す。
①参加者の氏名，所属，役職，現在の大学の在
籍年数，メンターに伝えたいことを自由に
②参加者が TP作成する目的
③参加者の所属大学の教育目標等について
④参加者が関与するすべての教育活動につい
て：1過去数年の担当授業科目について（名
称，受講者数，学年，必修／選択の別，授業
概要）；2それ以外の教育活動があれば，そ
の概要；3卒業研究（学部・修士・博士）担
当の場合はその概要；4過去数年に担当した
委員会活動（学部・学科レベルのもの含む）
の名称と概要；5過去数年に担任，クラブ
（サークル）活動支援を実施している場合は

`�� ワークショップ{表の+8ー<ー1 
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資料 1　ワークショップ発表のカバーページ
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その概要；6学協会等の委員等を委嘱されて
いる場合は，その名称と概要；7学外ボラン
ティア活動等実施の場合はその概要
⑤以上にあげた教育活動について：1共通する
方法や方針について箇条書きで挙げる；2特
定の授業科目における独自の工夫等，特徴的
な方補や方針があれば，該当授業科目を明示
するとともに，箇条書きで挙げる；3卒業研
究指導や研究室運営における独自の工夫等特
徴的な方法や方針を箇条書きで；4この 1-3

で挙げた方法や戦略をとっている理由
⑥ TP作成において用意できるエビデンスに◯
をつける。追加事項加筆可能

⑦これまで行ってきた教育改善の実績（教材御
開発等）について

⑧参加者の授業を受けた学生や指導学生に，ど
のようなことを身につけてほしいか，または
どのように変わってほしいか

⑨教育活動に関する今後の目標を，短期的ゴー
ルと長期的ゴールに分けて。

⑩以上の TPスタートアップシート作成に要し
た時間

（2）TP作成WSの 3日間のスケジュール
TP作成WSのスケジュールを表 1に示す。
初日オリエンテーション後，メンティーは数回
のメンターとの個人面談（メンタリング）を交
えながら TPを作成する。研修受講者が TP作

成を個人で行なっている間，メンターの先生方
はそれぞれが担当する受講者の進捗状況を報
告しあい，どのようにサポートしていくかに
ついて，スーパーバイザーとも相談するメン
ターミーティングが行われていた（早川ほか，
2024）。さらなる詳細は，早川ほか（2024）に
よる TP作成WSの開催報告を参照されたい。
以下に，著者が初めて作成した 2022年 9月
時点のティーチング・ポートフォリオ（TP）
を掲載する。なお，WS最終日の TP提出期日
（2022年 9月 8日）時点で集計が間に合わなかっ
たデータを，その後に一部追記している。

ティーチング・ポートフォリオ

木内敦詞（筑波大学体育系） 
2022年 9月 8日作成（初版）

TP の構成
本 TPは以下 6項目で構成される：Ⅰ　教育

の責任，Ⅱ　教育理念，Ⅲ　授業の目標と方法，
Ⅳ　成果と評価，Ⅴ　今後の目標，Ⅵ　添付資
料。（これらは，著者が提出した実際のTPでは，
表紙の次のページに「もくじ」として記載され
ている。）

はじめに
このティーチング・ポートフォリオ（以下，

TP）は，これまでの大学体育教員としての活

表 1 第 27 回ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ⽇程 

 
 
 
表２ ティーチング・ポートフォリオを評価する際のルーブリック例（皆本，2016） 

 
 
 

2022/9/6⽕ 2022/9/7⽔ 2022/9/8⽊
  9:00-9:50 オリエンテーション   9:00-10:00 TP作成作業（各⾃）  8:45-9:45 TP作成作業（各⾃）
10:00-12:00 TPチャート作成WS 10:00-11:00 第３回個⼈ミーティング  9:45-10:45 第５回個⼈ミーティング
12:00-12:45 昼休憩 11:00-12:00 TP作成作業（各⾃） 10:45-11:45 TP作成作業
12:45-14:15 第１回個⼈ミーティング 12:00-12:45 昼休憩 11:45-12:30 昼休憩
14:15-17:00 TP作成作業（各⾃） 12:45-14:15 中間発表＋意⾒交換会 12:30-13:15 よいメンタリングに必要なこと
17:00-18:00 第２回個⼈ミーティング 14:15-17:00 TP作成作業 13:15-14:45 TP作成作業＆プレゼン準備
18:00-19:00 TP作成作業（各⾃） 17:00-18:00 第４回個⼈ミーティング 14:45-16:30 プレゼンテーション
19:00-20:00 ⼣⾷休憩 18:00〜 TP作成作業（各⾃） 16:30-17:00 修了式
20:00-21:00 意⾒交換会 23:00 TP第２稿提出締切期限 19:00-20:30 修了を祝う会（任意）
21:00〜 TP作成作業（各⾃）
TP：ティーチング・ポートフォリオ  WS：ワークショップ

評価項⽬ 優れている（３点） 妥当（２点） やや不⼗分（１点） 不⼗分（０点）
教育の責任に関する記
述

教育の責任が簡潔に分かり
やすく書かれており，損愛
⽤も必要⼗分である．

教育の責任がおおむねまと
まってはいるが，読み⼿が
理解するにはもう少し構成
を考えるべきである．

教育の責任が記載さている
が，冗⻑で，分かりづら
く，構成を修正すべきであ
る．

教育の責任が，ただ単に経
歴や科⽬⼀覧になってお
り，全く構成が考えられて
いない．

教育理念とTP構成要素
との関連

教育理念が中⼼的なテー
マ，あるいは教育⽅法以降
のTP構成要素すべてに深
く関連している．

教育理念とTP構成要素が
およそ関連づけられている
が，関連は弱い，あるいは
明瞭ではない．

教育理念とTP構成要素が
関連づけられていない．

教育理念が記載されていな
い．

教育⽅法 代表的な教育⽅法や学習活
動の例（例えば，講義例，
トピックス例，グループ
ワーク例など）が，学習到
達⽬標や学習環境に応じて
適切なものになっている．

代表的な教育⽅法や学習活
動の例を，学習到達⽬標や
学習環境に応じて変えては
いる部分もあるが，同じ⽅
法て⾏なっている部分もあ
る．

教育⽅法や学習活動の例が
学習到達⽬標あるいは環境
にかかわらずおよそ同じで
ある．

教育⽅法や学習活動に関す
る記述がない．

教育⽅法とTP構成要素
との関連

教育⽅法が教育理念や学習
到達⽬標と密接に結びつい
ている．

教育⽅法が教育理念や学習
到達⽬標と結びついて⼊る
が，つながりが⼗分ではな
い部分がある．

教育⽅法と教育理念や学習
到達⽬標との結びつきが漠
然としている，あるいは弱
い．

教育⽅法が教育理念や学習
到達⽬標とは結びついてい
ない．

教育成果の提⽰⽅法 提⽰されている質的評価や
量的評価のデータが明瞭で
分かりやすい．

提⽰されている質的評価や
量的評価のデータがおおむ
ね分かりやすい．

提⽰されている質的評価や
量的評価のデータが分かり
づらい．

質的評価や量的評価のデー
タが視覚的にまとめられて
いない．

教育成果とTP構成要素
との関連

教育成果を⽰すデータが教
育理念や学習到達⽬標と関
連づけられている．

教育成果を⽰すデータが教
育理念や学習到達⽬標と関
連づけられているが，関連
付けが⼗分ではない．

教育成果の分析があまり⾏
われておらず，教育⽅法と
学習到達⽬標との関連もほ
とんどない．

教育成果を⽰すデータが全
くない．

教育者としての⽬標 教育⽬標が教育⽅法や教育
成果と密接に結びついてい
る．
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い．

表 1　第 27回ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ日程
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証が授与された。TP作成を通じて整理された
著者の教育理念（資料 1）は，「誰もが全力で
スポーツを楽しみ，スポーツで考え，スポーツ
で成長できる，社会の縮図を体験できるような
体育授業を創ること」であった。また，それを
支える教育方針は，「他者と知恵を絞って協働
する姿勢」，「全力で物事に取り組む態度」，「失
敗や成功の体験から学ぶ習慣」であった。以下
では，まず，大阪公立大学高専 TP作成WSの
概要を述べた後，そこで作成された著者の TP

を掲載する。

大阪公立大学高専 TP作成WSの概要

（1）WS前に提出するSUシート
このシートの目的は，自身の教育活動の整理
とエビデンスの収集，そして簡単な振り返り
を行うことであった。そこへ記入する情報は，
WSでの自身の作業に用いるだけでなく，メン
ターが参加者のことをよく知り，よりよいメン

タリングを行うためにも重要な意味を持つこ
と，そして SUシートを丁寧に作成することは，
PFの質を確実に高めるとの説明が付されてい
た。記入内容は，メンターチーム以外に許可な
く公開されることはないことが明記されてい
た。以下に SUシートの項目と内容を示す。
①参加者の氏名，所属，役職，現在の大学の在
籍年数，メンターに伝えたいことを自由に
②参加者が TP作成する目的
③参加者の所属大学の教育目標等について
④参加者が関与するすべての教育活動につい
て：1過去数年の担当授業科目について（名
称，受講者数，学年，必修／選択の別，授業
概要）；2それ以外の教育活動があれば，そ
の概要；3卒業研究（学部・修士・博士）担
当の場合はその概要；4過去数年に担当した
委員会活動（学部・学科レベルのもの含む）
の名称と概要；5過去数年に担任，クラブ
（サークル）活動支援を実施している場合は
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資料 1　ワークショップ発表のカバーページ
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・大学体育スポーツ高度化共同専攻（博士課程）
の授業担当と博論研究指導

・硬式野球部の顧問（部長）
このように，学士／修士／博士の各課程の

教育・研究に関わっているが，本 TPでは学士
課程における共通科目「体育」，いわゆる「教
養体育／一般体育／大学体育」として開講され
る授業のうち，2022年に担当したソフトボー
ルの授業の教育実践について記載することとす
る。ソフトボールと卓球の 2種目を担当してい
たころ（2014～ 2019年度）のティーチング・
アシスタント（TA）の言葉「木内先生の授業
はソフトボールも卓球も共通してるんですね
～」は，私の体育授業が種目によらないもので
あることの裏づけだと捉えている。

Ⅱ　教育理念
資料 1に示すとおり，私の教育理念は「文武

徳三道」という言葉に集約できる。文へも武へ
も徳をもって取り組む青年になってほしい。具
体的には，「誰もが全員で，スポーツを楽しみ，
スポーツで考え，スポーツで成長できる，社会の
縮図を体験できる場となる授業」を実現したい。
「はじめに」の 5つ目に示したエピソード（運
動の苦手な女子学生のプレイぶり）から，ス
ポーツの最大の魅力は，うまくいくかどうかわ
からない場面で成功／失敗するワクワク／ドキ
ドキ感，すわなち「スポーツを楽しむ」ことだ
と考えている。

2つめの「スポーツで考える」ことも，楽し

みの増幅につながると感じている。めざす授業
像として，「誰もが全力で接戦を楽しめるソフ
トボールゲーム」を位置づけ，それに向けた
ルールの改定を，2022年からは学生同士の議
論を通じて行っている。各回授業での経験／体
験を通じた学びのレポートは，自己成長感への
繋がりを意図したものである。

3つめの「スポーツで成長する」ためには，
運動技能の優劣や障がいの程度，性別などにか
かわらず「誰もが」，しかもそれを 1人ではな
く人と人との繋がりを感じながら「全員で」行
うことが大切だと考えている。これは，現代社
会における共生社会のめざす方向性に近いもの
であり，社会の縮図を体験する場としての体育
授業の備えるべき観点である。
以上の教育理念の実現に向けた方針として，

「他者と知恵を絞って協働する姿勢」，「全力で
物事に取り組む態度」，「失敗や成功の体験から
学ぶ習慣」を位置づけている（資料 1）。

Ⅲ　授業の目標と方法
めざす体育授業像「誰もが全力で接戦を楽し
めるソフトボールゲーム」（資料 3）の実現に向け
て，以下の具体的な方法で授業を展開している。
■ 「各回の授業での学び」や「学期を通じた自
己成長」をレポート
筑波大学の 1時限 75分は，多くの他大学と
比して授業時間が短い。コロナ禍ながらも対面
授業再開した 2020年秋学期より，授業内での
活動時間を確保するため，授業終了時の振り返
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資料 2　筑波大学共通科目「体育」の教育理念および目標
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動を振り返り自身の原点を確認することで，明
日からのよりよい教育実践へと繋げることを目
的に作成されたものである。まずは自己紹介を
兼ねて，現在の私の教育理念に繋がっているよ
うなエピソードを 5つ，自分史チックに時系列
で示す。
1973 ～ 82年（6～ 15歳）　勉強かスポーツ
かの二者択一志向への反発と，文武徳三道
小学生の頃，兄の通知簿には 5が並び，私の

通知簿には体育と図工の 5が燦然と輝いてい
た。兄は学者で私はスポーツ選手という周囲の
評価は，私には心地よくなかった。「勉強かス
ポーツの二者択一」志向への反発心は，今も変
わらない。これは，次々項「Ⅱ 教育理念」の「文
武徳三道」や「スポーツを楽しみ，スポーツで
考え，スポーツで成長する」に通じる（資料 1）。
文武徳三道は，前任校・大阪工大野球部のクラ
ブポリシーとしても継承されている（大阪工業
大学硬式野球部，Online）。
1991年（24歳）　大学体育教員になった年の
大学設置基準の大綱化 
修士課程修了後，大阪工大工学部一般教育科

体育研究室の助手に採用された 1991年は，折
しも大学設置基準大綱化の年であった。これを
受けて各大学では，それまで 2年間 4単位（実
技と講義を各 2単位）の体育を縮小し，総じて
選択化するケースが増えた。体育を専攻しない
一般の大学生が体育で何を学ぶのか，大学でな
ぜ体育があるのかを考え始めたきっかけは，大
学体育教員になったそのタイミングでの大学設
置基準大綱化であった。
2000 ～ 2013年（33 ～ 46歳）　大学体育授
業の改善を理解し，必修復活を後押ししてくれ
た卒業生
大阪工大で 1994年以降，選択となった教養

体育科目は，20年後の 2014年に 1年次（1年間）
の必修が復活した。これは，健康体育研究室メ
ンバーによる授業改善や教育研究の推進だけで
なく，敏腕教務課職員A氏の影響も大きかった。
A氏は 1991年当時に学生として受講した私の

体育授業の無法状態と 2000年以降の体育授業
の改善ぶりを，教務課にいることから肌で感じ
ていたという。そのことを，2010年ころだっ
ただろうか，私に話してくれた。
2014年（47歳）～　大学体育の充実への使命
感（大学体育スポーツ高度化共同専攻の設置と
運営）
大学体育の授業改善を題材に 44歳で博士（教
育学）の学位を取得したことは，3年後の現職
（筑波大学体育系教授）への採用に直結した。
主な職務は，体育専門学群以外の学生対象の共
通科目「体育」の授業担当と，鹿屋体育大学と
の「大学体育スポーツ高度化共同専攻」の設置
および運営（教育と研究）である。よりよい大
学体育授業の実践や，日本の大学で教養体育を
存続・発展させるための働きかけは，今の私の
使命だと心得ている。
2016年（49歳）　健康教育系の大工大体育か
ら，スポーツ教育系の筑波体育へのシフト
筑波大へ異動した 3年目（2016年）の体育

授業（ソフトボール）で，運動が苦手な女子学
生が，私の体育授業観を転換させた。走者を得
点圏に置いた試合の山場で，集中したキリッと
した表情で打席に立ったあの姿，そして見事に
適時安打した後の塁上での気の高ぶった凜とし
た表情が忘れられない。その瞬間に遭遇したこ
とをきっかけに，筑波大では「スポーツ教育」
を重視したくなった。この視点は，筑波大の共
通体育を担当する体育センターの教育理念「筑
波体育（資料 2）」とも一致するので，自然な
流れであったともいえる。

Ⅰ　教育の責任
2022年現在，以下が私の教育の責任として
位置づけられる。
・共通科目「体育」の授業担当と授業運営（体
育センター正課体育委員長）
・体育専門学群生（学士課程）の卒論研究指導
・体育学学位プログラム（修士課程）の授業担
当と修論研究指導
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と考えている。
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像として，「誰もが全力で接戦を楽しめるソフ
トボールゲーム」を位置づけ，それに向けた
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論を通じて行っている。各回授業での経験／体
験を通じた学びのレポートは，自己成長感への
繋がりを意図したものである。

3つめの「スポーツで成長する」ためには，
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く人と人との繋がりを感じながら「全員で」行
うことが大切だと考えている。これは，現代社
会における共生社会のめざす方向性に近いもの
であり，社会の縮図を体験する場としての体育
授業の備えるべき観点である。
以上の教育理念の実現に向けた方針として，

「他者と知恵を絞って協働する姿勢」，「全力で
物事に取り組む態度」，「失敗や成功の体験から
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存続・発展させるための働きかけは，今の私の
使命だと心得ている。
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当と修論研究指導
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ぶ場となるよう工夫している。
・ 習熟段階に応じた用具の選定（ボール，バット）
フェアゾーンを 60°に縮小するようなミニ

ゲームを行う際，ボールをより柔軟なものにす
ることで，守備力が未熟な受講者でも安心して
内野守備につくことができるようになる。ま
た，打撃するバットについても，ティーボール
用の柔軟なバットを用意することで，飛び抜け
た打力を持つ学生が全力でスイングしても打球
速度が緩和され，内野手の守備機会を増やすこ
とができる。正式なルールに近づけて行うゲー
ムでも従来の白いゴム製ボールよりも柔軟で安
全性を高めつつも打球感が維持された「学校体
育 3号球（資料 1の背景図）」を使用している。
・ 安全第一の設定（投手前の防球ネット，大判
ベース）
スローピッチソフトボールのゲームであって

も，投手強襲の打球による負傷が生じる。これ
を防ぐため，学校体育 3号球を使用することに
加えて，投手と打者の間に高さ 1.8メートル×
幅0.6メートルの防球ネットを設置している（資
料 4）。また，内野ゴロでの封殺（フォース）
プレイや触球（タッグ）プレイにおける，野手
と走者の交錯による怪我を防ぐため，通常ベー
スの 4倍の面積の大判ベースを使用している。
・ 雨天時の体育館内でのガチンコのティーボー
ルゲーム（公式記録あり）
雨天時は球技体育館（バレーボール場）を使

用させてもらっている。これによって，天候や
グラウンド状況の悪い日も，実技を確実に行う
ことができる。この場合，ドリル→試合→ミー
ティングを，6つの班がローテーションするこ
ととしている。ティーボール用のバットとボー
ルを利用した室内野球を行う場合も，グラウン
ドでの試合と同様に，公式記録をつけている。
公式記録は，安打数，塁打数，打点である（資
料 5）。
・ 授業中の歩数計測
授業時間内に歩数計を装着させている。これ

は，1コマの授業でどれだけの歩数に相当する
かという身体感覚を身につけてもらうことが 1

つのねらいである。しかしそれ以上に，体育授
業への意欲を測るものとして位置づけ，評価の
一部として用いることとし，そのことを学生に
も説明している。
・養生テープの名札装着
人と人との繋がりを重視したいことから，毎

回の授業で養生テープに名前を書いたものを名
札代わりに用いている。学生同士でも教員と学
生の間でも，互いに名前を呼び合うことは，協
働姿勢の第一歩だと捉えているからである。
・成績評価の観点と評価材料
筑波大学体育センターでは，共通科目「体育」

の成績評価の観点と配点を，技能 35点，知識
30点，態度 35点の 100点満点としている。観
点ごとの評価方法は各教員に委ねられている。

資料 4　ソフトボール授業の様子
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り記述を行わないこととしている。その分，授
業の翌日正午までに，LMSの manabaへミニ
レポートの提出を求めている。体育授業におけ
る学びの視点（資料 3）を毎回のミニレポート
を課す際に提示し，それをヒントに授業内での
学びを振り返ることにしている。また，最終回
授業終了 1週間以内に，学期を通じた学び（自
己成長）についても振り返り，最終レポートの
提出を求めている。体育授業の学修時間を授業
時間内だけでなく授業時間外に求めることは 2

つの意義がある。スポーツ活動での経験や体験
を通じた学びを日常生活に活かす視点を学修者
に定着させる教育的意義と，授業外学修時間を
含めた単位換算による単位の実質化を果たす教
務的意義として捉えることができる。
■人と人の繋がりを重視
体育授業の学びは，他者との協働があってこ
そ成立するものだと考えている。そのため，ま
ずは受講学生同士の繋がりや声がけを重視して
いる。班内ミーティングやチーム内ミーティン
グを必ず組み込むとともに，各回授業での最優
秀選手（MVP）を合議のうえ取り決め，選定
理由を添えて発表し，本人からのコメント発表
の場も設定している。
学生同士の繋がりはもちろんのこと，学生と

教員との関係性も，学修成果を左右する大きな
要素だと考えている。練習やゲームでの「いい
声がけ」「いいプレイ」「いい行い」はその場で
褒めるようにしている。授業内で全員と話すこ
とはなかなか難しいので，始業前の出席確認の
時間での会話でそれを補うよう務めている。
■ゲームでのドキドキ／ワクワク感を重視

1点を争う接戦の場面で，捕れそうにない打
球を見事に捕球したり，走者を置いた場面で適
時打を放ったりするようなドキドキ／ワクワク
感は，日常生活では得ることのできない特別な
体験で，体育授業の醍醐味だと考えている。ド
キドキ／ワクワク感の体験のためには，チーム
編成で偏りがどうしても生じてしまった場合で
も，アウトカウントや守備の取り決め（ルー

ル）を柔軟に設定することで，接戦化すること
ができる。そのためのルール修正を次項のよう
に行っている。
■ 運動技能の優劣によらず全力で挑戦できる条
件の設定
技能の低い者がまったく活躍できなかった
り，技能の高い者が手を抜かなければないよう
な方法で接戦化を促すことは，全員が全力で挑
戦することを放棄することになってしまう。た
とえば，なかなか安打できない学生は，一塁
ベース手前 2-3mに併設したサブベースを使用
したり，自身の打球は 1バウンド後にしか守備
陣は捕球できない設定にしたりすると，打率 5

割も夢ではなくなる。一方で，野球経験者のな
かでも上級者の打球は，内野守備陣を危険に晒
すことになるため，長期使用を経て固さを失っ
た廃棄処分前のボールを使用することも提案し
ている。超強打者が全力で打ってもなかなか本
塁打にはならず，守備陣は安全に捕球できたり，
打ちとりやすくなったりするため，その打者も
知恵を絞って全力でプレイしないと安打できな
い状況になる。技能の優劣によらず誰もがも全
力で打って走って投げて挑戦できる場となるよ
う，ルールを柔軟化したり困難な面白い規制を
設けるような工夫を班員で議論しながら目指す
授業像へと向かうよう，LMS上や雨天時の体
育館で試合を待つ時間を用いた（資料 3）。 

■独自の特徴的な方法や方針
・ 正式ルールにとらわれないグラウンド設定
（フェアゾーンの縮小）
初期段階においては，1チーム 9-10人で対
戦するという固定概念にとらわれず，5-6人の
班対抗でゲームをすることで，打撃回数や守備
機会を増やすようにしている。そのためには，
1塁－本塁－ 3塁を結ぶフィールド角度を正式
の 90°ではなく，1塁－ 2塁－ 3塁－本塁の正
方形は維持しつつ，フィールド角度 60°に縮小
している。これによって，正式ルールよりも少
ない人数同士で打撃回数と守備機会を全員に保
証しながら，ゲームの中でルールやプレイを学
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私の授業では，技能 35点は，各回授業中の歩
数に基づき，評価している。知識 30点は，コ
ロナ禍での対面授業受講条件の毎日の体温測定
と体調管理をミニレポートとして評価してい
る。態度 35点は，各回授業翌日正午までの「授
業内経験を通じた学びの記録」レポートに基づ
き，評価している。

Ⅳ　成果と評価
■授業アンケート
全学共通のアンケート 4項目に加え，体育セ
ンター設定 35項目の合計 39の質問を，学期終
了時期に行っている。その結果を体育センター
の教育目標 5項目（資料 2）に照らして集計し
た結果は（資料 6）のとおりである。全学共通
の 4つの設問では，5点満点で 4.7-4.9点であっ
た。共通体育独自設定の 35の設問（6点満点）
では，「学生自身の意欲」5.6点，「授業の計画
や運営」5.5点，「授業の指導法」5.6点，「筑波
体育の教育目標の達成度」5.3点であった。また，
学生が自身の成長を促したと感じている体験を
具体的に記述してもらったところ，筑波体育の
教育理念や，主観的恩恵評価尺度の下位因子ご

とに整理したところ，それらの項目以外に，「挑
戦することの大切さの実感」や「スポーツで考
えることの重要性」が抽出された（資料 7）。
■質問紙調査

1）大学初年次体育授業の主観的恩恵評価尺
度（PBS-FYPE：西田ほか，2016）で大学体育
授業における学び 5因子を，2）大学体育授業
動機づけ雰囲気尺度（永田ほか，2015）で成績
志向的雰囲気と熟達志向的雰囲気を，3）大学
体育実技経験評価尺度（島本・石井，2007）で
ライフスキル獲得に寄与する体育授業での経験
4因子を，それぞれ評価した（資料 8）。1年次
対象の 1クラスのみの調査のため，学修成果を
裏づける十分なサンプルサイズのデータとはい
えないものの，信頼性と妥当性の検証された各
尺度基準値との比較は重要と考えた。集計と分
析の結果，ライフスキル獲得への寄与の示唆さ
れる「自己開示」「他者協力」「挑戦達成」「楽
しさ実感」の経験は，基準値と比較しても有意
に高値であった。また，体育での学びの知覚（主
観的恩恵評価尺度）や熟達志向的雰囲気のスコ
アの双方が先行研究の基準値よりも有意に高い
ものであった。Cohenの d（効果量）について
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学修者の記述コメントを，「筑波体育の教育⽬標①〜⑤」および「初年次体育授業の主観的恩恵評価尺度（⻄⽥ほか，2016）」項⽬ごとに整理した．
⻄⽥ほか（2016）の主観的恩恵評価尺度で抽出された項⽬以外に，「挑戦することの⼤切さの実感」と「スポーツで考えるk遠の重要性」が抽出され
た

他者と声をかけあうことで，皆で
戦っている感覚が⽣まれ，よいプ
レーが出やすくなっていた．皆で協
⼒して勝とうとする経験ができ，⼼
からソフトボールを楽しめた．⼈⾒
知りの⾃分がチームでプレーしてい
く中で，スポーツをともに楽しむと
いう感覚がわかるようになった．な

野球経験の有無や男⼥の壁を超えて
楽しむことができた．チームメイト
と勝ちをめざしたことで，体育以外
の授業では得ることのできない充実
感を得た．内気で⼈⾒知りな⾃分
が，この授業を受ける前より明るく
なったというか，積極的に話せるよ
うになった．など

最後までしっかりボールを追う等，
最初から諦めないことを学んだ．た
まによいプレーができるようにな
り，うまくいかなくても挑戦しよう
という気持ちが湧いてくるように
なった．できないことも頑張って挑
戦する気持ちが強くなった．など

修正ルールへの具体的な対応をチー
ムで考えて確認しながら戦うことが
できた．修正ルールという少し複雑
なルールで，⼀瞬の判断の⼤切さを
学んだ．技術で劣っていても戦術で
補えることを学んだ．野球未経験の
⼈との接し⽅を考える場⾯が多かっ
た．など

筑波体育② 豊かな⼼と社会性の醸成 35件

筑波体育① 健康およびスポーツ技術に関する基礎的知識や思考⼒，実践⼒の育成 33件

筑波体育③ 逞しい精神，⾼い倫理観
の育成 9件

筑波体育⑤ ⾃⽴的に⾃⼰を成⻑させ
続ける⼒の涵養 25件

協同プレーの価値理解とコミュニ
ケーション能⼒の向上 25件

ストレス対処とポジティブ感情の喚
起 10件

挑戦することの⼤切さの実感 ９件 スポーツで考えることの重要性 25件

運動スキル・練習⽅法の習得 15件
野球部でもないのに本格的なプレイになっていて
楽しかった．野球経験のある⼈に素振りを⾒ても
らったりして打撃が上達した．回を追うごとに個
⼈技能の能⼒の上達がわかり，後半になるについ
れてゲームを楽しめた．など

毎回の授業で歩数計をつけて活動するので，授業
内で意識的に動くようになった．外野でたくさん
⾛ったので，⾛⼒や持久⼒がついた．受験で鈍っ
た体をほぐすことができた．など

⾝体活動計画のおかげで，ウェイトトレーニング
への意識が向上した．適度の運動することで体調
管理できるようになった．ここ授業に向けて筋ト
レするようになった．家でトレーニングするよう
になった．など

体⼒・⾝体活動の増強 10件 規則的な⽣活習慣の確⽴ 8件

 資料 6　授業アンケートの集計結果（木内，2020）
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私の授業では，技能 35点は，各回授業中の歩
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戦することの大切さの実感」や「スポーツで考
えることの重要性」が抽出された（資料 7）。
■質問紙調査

1）大学初年次体育授業の主観的恩恵評価尺
度（PBS-FYPE：西田ほか，2016）で大学体育
授業における学び 5因子を，2）大学体育授業
動機づけ雰囲気尺度（永田ほか，2015）で成績
志向的雰囲気と熟達志向的雰囲気を，3）大学
体育実技経験評価尺度（島本・石井，2007）で
ライフスキル獲得に寄与する体育授業での経験
4因子を，それぞれ評価した（資料 8）。1年次
対象の 1クラスのみの調査のため，学修成果を
裏づける十分なサンプルサイズのデータとはい
えないものの，信頼性と妥当性の検証された各
尺度基準値との比較は重要と考えた。集計と分
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まったくあてはまらない，2あてはまらない，
3どちらともいえない，4あてはまる，5よく
あてはまる）。その結果，受講者自身は 4.62±
0.67，授業全体は 4.72± 0.46であり，めざす
授業像へは高い水準で到達していたものと考え
られる。とはいえ，以下に示す TAや授業参観
者からのコメントのように，授業改善の余地は
十分に残されている。
■ TAおよび参観学生のコメント

2022年度春学期授業におけるティーチング・
アシスタント（TA）の大学院生 1名と，授業
参観に来た学群生 2名から，当授業の「優れて
いる点／改善できる点」の双方についてコメン
トを求めた。
・TA大学院生 Sくん　授業ごとに自身の活動
や感じたことを振り返ることができ，体育授
業で行った運動や課題解決を通して自分がど
う変化しているのか理解できる点。またその
際に，担当教員ひとりの視点ではなく，研究
によって明らかにされている学びにつながる
視点からも振り返ることができる点。／スキ
ルアップの時間を授業後半でも確保すること
でより技術向上につながると感じた。またそ
の際に，デモンストレーションを生徒に行わ
せることでみんなの前で発表する経験として
もいいのではないかと思った。

・学群生 Nくん（火 3基礎 3回目 5/6＠野球
場）　受講生の運動量を歩数計で測るという
のは良いと思った。学生自身は，授業後に自
分の運動量を数値として確認できるシステム
であり，教員も評価しやすい。歩数を稼ぐた
めに無駄に動いている人もいたが，それも
（先生の）狙いではないかと感じた。／授業
の進め方をわかっていない学生が多かったと
感じた。野球やソフトボールのルールをあま
り理解していないとはいえ，練習時の戸惑い
方を見ていると，もう少し授業前半での説明
が必要ではないかと思った。

・学群生 Kくん（月 4発展 4回目 5/16＠体育
館）　体育館の限られたスペースを有効に活

用しており，捕球・送球・打撃すべての基本
動作の練習が行われていた。特に良いと思っ
たのが学生同士でどうすれば動作が良くなる
のか活発に会話がなされていたことである。
／トスバッティングの打球が，ペッパーを
行っている方向に行って危ない場面があった
ため，トスバッティングの方向を変えて安全
性に（もっと）注意するべきだと感じた。ト
スバッティングで，打撃メインなのか守備メ
インなのかわかっていない学生がいたため，
練習目的を明確にするべきとも感じた。
このように，学生へのインストラクションの

際，学習者の注意を獲得し，学習者の準備を整
えることの不足する場面があったことがわかっ
た。これに対しては，インストラクショナルデ
ザインの基本として知られる「ガニエの 9教授
事象（ガニエ，2007）」の第一に挙げられる事
項である。今後の対策としては，インストラク
ショナルデザインの理論に基づくチェックリス
トを用意するなど，授業者（私）自身の教授法
を，自分自身だけでなく，TAによって定期的
にチェックしてもらうことが考えられる。

Ⅴ　今後の目標
■短期目標（1-3年以内）
・筑波大学体育センター紀要「大学体育研究」
に，今回作成した TPを今年 10月までに投
稿する。

・それを見た体育センター同僚教員（あるいは
他大学の体育教員）が TPに興味を示し，来
年以降，このWSに 1名以上が参加する。
・2年後の 2024年 9月に，大学体育ソフトボー
ル授業を題材にした教育研究課題で科研費申
請し，採択される。

■長期目標（5-10年後，あるいは読者へ託す夢）
・大学体育ソフトボール授業の TP集を書籍化
する。
・大学体育教員の多くが定期的に当然の如く，
主体的に TPを執筆する世の中になる。

・大学教員の採用や昇任の条件に TPが位置づ
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も，大きな効果とみなされる 0.80を超える項
目が多くを占めていたことからも，自己成長を
はかる大学体育（橋本ほか，2021）としての一
定水準を保証していたといえるだろう。

■ めざす授業像「誰もが全力で接戦を楽しむソ
フトボール」への到達度
質問紙調査の最後に，この授業でめざした

「誰もが全力で接戦を楽しめるソフトボール授
業」への達成度について，受講者自身と授業全
体の 2つの視点から 5段階で回答を求めた（1

`�� NfbのdPtHW，eV のX[，eVの�ER!Qするcu評価 

 
 
`�� ワークショップf�j 

 

平均±SD
（点）

平均
評定

p
Cohen
d

平均±SD
（点）

平均
評定

初年次体育授業の  運動スキル 33.2±4.1 5.5 *** 1.32 27.8±6.6 4.6
主観的恩恵評価尺度  協同プレイ 37.6±3.1 6.3 *** 2.52 29.7±6.5 5.0
（⻄⽥ら，2016）7件法25問  ストレス対処 24.5±3.1 6.1 *** 1.27 20.5±5.0 5.1

 体⼒⾝体活動 31.3±4.8 5.2 *** 1.13 25.8±6.6 4.3
 ⽣活習慣 13.9±4.6 4.6 0.19 13.2±3.5 4.4

合計 140.5±14.6 5.6 *** 1.61 117.0±23.5 4.7

⼤学体育実技経験評価尺度  ⾃⼰開⽰ 11.8±2.7 3.0 *** 0.61 10.2±3.0 2.6
（島本・⽯井，2006）4件法14問  他者協⼒ 14.7±1.8 3.7 *** 1.50 12.0±3.1 3.0

 挑戦達成 9.0±2.5 3.0 * 0.41 8.0±2.3 2.7
 楽しさ実感 10.4±1.5 3.5 ** 0.53 9.5±2.0 3.2

合計 45.8±7.1 3.3 *** 0.86 39.7 2.8

⼤学⽣⽤動機づけ雰囲気尺度  熟達志向的雰囲気 25.9±2.9 4.3 *** 1.37 21.9±3.8 3.7
（永⽥ら，2016）5件法12問  成績志向的雰囲気 10.2±3.0 1.7 ** -0.52 11.8±4.3 2.0

*p<.05，**p<.01，***p<.001：各先⾏研究における基準値との有意な差を⽰す．

尺 度 下位因⼦
2022春（n=39) 基準値

資料 8　学修者の主観的恩恵，授業での経験，授業の雰囲気に関する尺度評価

資料 7　自己成長を促した体験に関する学修者の記述回答（木内，2020）
資料７ ⾃⼰成⻑を促した経験/体験に関する学修者の記述回答（⽊内，2020）
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の育成 9件

筑波体育⑤ ⾃⽴的に⾃⼰を成⻑させ
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運動スキル・練習⽅法の習得 15件 体⼒・⾝体活動の増強 10件 規則的な⽣活習慣の確⽴ 8件
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たりして打撃が上達した．回を追うごとに個⼈技能
の能⼒の上達がわかり，後半になるについれてゲー
ムを楽しめた．など

毎回の授業で歩数計をつけて活動するので，授業
内で意識的に動くようになった．外野でたくさん
⾛ったので，⾛⼒や持久⼒がついた．受験で鈍っ
た体をほぐすことができた．など

⾝体活動計画のおかげで，ウェイトトレーニング
への意識が向上した．適度の運動することで体調
管理できるようになった．ここ授業に向けて筋ト
レするようになった．家でトレーニングするよう
になった．など
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まったくあてはまらない，2あてはまらない，
3どちらともいえない，4あてはまる，5よく
あてはまる）。その結果，受講者自身は 4.62±
0.67，授業全体は 4.72± 0.46であり，めざす
授業像へは高い水準で到達していたものと考え
られる。とはいえ，以下に示す TAや授業参観
者からのコメントのように，授業改善の余地は
十分に残されている。
■ TAおよび参観学生のコメント

2022年度春学期授業におけるティーチング・
アシスタント（TA）の大学院生 1名と，授業
参観に来た学群生 2名から，当授業の「優れて
いる点／改善できる点」の双方についてコメン
トを求めた。
・TA大学院生 Sくん　授業ごとに自身の活動
や感じたことを振り返ることができ，体育授
業で行った運動や課題解決を通して自分がど
う変化しているのか理解できる点。またその
際に，担当教員ひとりの視点ではなく，研究
によって明らかにされている学びにつながる
視点からも振り返ることができる点。／スキ
ルアップの時間を授業後半でも確保すること
でより技術向上につながると感じた。またそ
の際に，デモンストレーションを生徒に行わ
せることでみんなの前で発表する経験として
もいいのではないかと思った。
・学群生 Nくん（火 3基礎 3回目 5/6＠野球
場）　受講生の運動量を歩数計で測るという
のは良いと思った。学生自身は，授業後に自
分の運動量を数値として確認できるシステム
であり，教員も評価しやすい。歩数を稼ぐた
めに無駄に動いている人もいたが，それも
（先生の）狙いではないかと感じた。／授業
の進め方をわかっていない学生が多かったと
感じた。野球やソフトボールのルールをあま
り理解していないとはいえ，練習時の戸惑い
方を見ていると，もう少し授業前半での説明
が必要ではないかと思った。
・学群生 Kくん（月 4発展 4回目 5/16＠体育
館）　体育館の限られたスペースを有効に活

用しており，捕球・送球・打撃すべての基本
動作の練習が行われていた。特に良いと思っ
たのが学生同士でどうすれば動作が良くなる
のか活発に会話がなされていたことである。
／トスバッティングの打球が，ペッパーを
行っている方向に行って危ない場面があった
ため，トスバッティングの方向を変えて安全
性に（もっと）注意するべきだと感じた。ト
スバッティングで，打撃メインなのか守備メ
インなのかわかっていない学生がいたため，
練習目的を明確にするべきとも感じた。
このように，学生へのインストラクションの
際，学習者の注意を獲得し，学習者の準備を整
えることの不足する場面があったことがわかっ
た。これに対しては，インストラクショナルデ
ザインの基本として知られる「ガニエの 9教授
事象（ガニエ，2007）」の第一に挙げられる事
項である。今後の対策としては，インストラク
ショナルデザインの理論に基づくチェックリス
トを用意するなど，授業者（私）自身の教授法
を，自分自身だけでなく，TAによって定期的
にチェックしてもらうことが考えられる。

Ⅴ　今後の目標
■短期目標（1-3年以内）
・筑波大学体育センター紀要「大学体育研究」
に，今回作成した TPを今年 10月までに投
稿する。
・それを見た体育センター同僚教員（あるいは
他大学の体育教員）が TPに興味を示し，来
年以降，このWSに 1名以上が参加する。
・2年後の 2024年 9月に，大学体育ソフトボー
ル授業を題材にした教育研究課題で科研費申
請し，採択される。
■長期目標（5-10年後，あるいは読者へ託す夢）
・大学体育ソフトボール授業の TP集を書籍化
する。
・大学体育教員の多くが定期的に当然の如く，
主体的に TPを執筆する世の中になる。
・大学教員の採用や昇任の条件に TPが位置づ

― 13 ―

も，大きな効果とみなされる 0.80を超える項
目が多くを占めていたことからも，自己成長を
はかる大学体育（橋本ほか，2021）としての一
定水準を保証していたといえるだろう。

■ めざす授業像「誰もが全力で接戦を楽しむソ
フトボール」への到達度
質問紙調査の最後に，この授業でめざした

「誰もが全力で接戦を楽しめるソフトボール授
業」への達成度について，受講者自身と授業全
体の 2つの視点から 5段階で回答を求めた（1
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平均
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d
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平均
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 楽しさ実感 10.4±1.5 3.5 ** 0.53 9.5±2.0 3.2
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*p<.05，**p<.01，***p<.001：各先⾏研究における基準値との有意な差を⽰す．
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2022春（n=39) 基準値

資料 8　学修者の主観的恩恵，授業での経験，授業の雰囲気に関する尺度評価

資料 7　自己成長を促した体験に関する学修者の記述回答（木内，2020）
資料７ ⾃⼰成⻑を促した経験/体験に関する学修者の記述回答（⽊内，2020）
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⻄⽥ほか（2016）の主観的恩恵評価尺度で抽出された項⽬以外に，「挑戦することの⼤切さの実感」と「スポーツで考えることの重要性」が抽出された．

筑波体育② 豊かな⼼と社会性の醸成 35件
筑波体育③ 逞しい精神，⾼い倫理観
の育成 9件

筑波体育⑤ ⾃⽴的に⾃⼰を成⻑させ
続ける⼒の涵養 25件

協同プレーの価値理解とコミュニケー
ション能⼒の向上 25件

ストレス対処とポジティブ感情の喚起
10件

挑戦することの⼤切さの実感 ９件 スポーツで考えることの重要性 25件

筑波体育① 健康およびスポーツ技術に関する基礎的知識や思考⼒，実践⼒の育成 33件

運動スキル・練習⽅法の習得 15件 体⼒・⾝体活動の増強 10件 規則的な⽣活習慣の確⽴ 8件
野球部でもないのに本格的なプレイになっていて楽
しかった．野球経験のある⼈に素振りを⾒てもらっ
たりして打撃が上達した．回を追うごとに個⼈技能
の能⼒の上達がわかり，後半になるについれてゲー
ムを楽しめた．など

毎回の授業で歩数計をつけて活動するので，授業
内で意識的に動くようになった．外野でたくさん
⾛ったので，⾛⼒や持久⼒がついた．受験で鈍っ
た体をほぐすことができた．など

⾝体活動計画のおかげで，ウェイトトレーニング
への意識が向上した．適度の運動することで体調
管理できるようになった．ここ授業に向けて筋ト
レするようになった．家でトレーニングするよう
になった．など
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究」は，投稿区分の総説，原著論文，研究資料，
報告の他に，2019年から「ティーチング・ポー
トフォリオ」と「コーチング・ポートフォリオ」
を新設し，全国の大学教員による体育授業や運
動部活動に関する教育／指導実践記録の集積の
場を提供している（木内，2021b）。しかしな
がら，本誌においてこれまでポートフォリオ
としての報告はまだ 2編（木内，2020；2021a）
と少ない。筑波大学体育センターは FD活動の
一環として，TP執筆の準備としての TPチャー
ト（栗田，2021）作成研修会を開催し，TPの
普及に努めている（奈良ほか，2023）が，道半
ばである。TPを教育の情報共有，教育改善に
結びつけていくための場として各大学の紀要や
本誌が機能すること，そして本稿を踏み台に 1

人でも多くの教員がTP執筆されることを願う。

付記

大阪公立大学高専 TP作成WSのリーダーで
ありスーパーバイザーの北野健一先生，メン
ターとして私の教育理念を掘り起こしてくだ
さった鯵坂誠之先生をはじめ，本WSの運営に
ご尽力いただいた先生方，本WSを受講された
同士の先生方，そして本稿の資料整理でご助力
いただいた木内研究室大学院生の松浦稜氏，み
なさまに心よりお礼申し上げます。

文献リスト

ガニエ, R.M.，ウェイジャー, W.W.，ゴラス, K.C.，
ケラー, J.M.，インストラクショナルデザイ

表 1 第 27 回ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ⽇程 

 
 
 
表２ ティーチング・ポートフォリオを評価する際のルーブリック例（皆本，2016） 

 
 
 

2022/9/6⽕ 2022/9/7⽔ 2022/9/8⽊
  9:00-9:50 オリエンテーション   9:00-10:00 TP作成作業（各⾃）  8:45-9:45 TP作成作業（各⾃）
10:00-12:00 TPチャート作成WS 10:00-11:00 第３回個⼈ミーティング  9:45-10:45 第５回個⼈ミーティング
12:00-12:45 昼休憩 11:00-12:00 TP作成作業（各⾃） 10:45-11:45 TP作成作業
12:45-14:15 第１回個⼈ミーティング 12:00-12:45 昼休憩 11:45-12:30 昼休憩
14:15-17:00 TP作成作業（各⾃） 12:45-14:15 中間発表＋意⾒交換会 12:30-13:15 よいメンタリングに必要なこと
17:00-18:00 第２回個⼈ミーティング 14:15-17:00 TP作成作業 13:15-14:45 TP作成作業＆プレゼン準備
18:00-19:00 TP作成作業（各⾃） 17:00-18:00 第４回個⼈ミーティング 14:45-16:30 プレゼンテーション
19:00-20:00 ⼣⾷休憩 18:00〜 TP作成作業（各⾃） 16:30-17:00 修了式
20:00-21:00 意⾒交換会 23:00 TP第２稿提出締切期限 19:00-20:30 修了を祝う会（任意）
21:00〜 TP作成作業（各⾃）
TP：ティーチング・ポートフォリオ  WS：ワークショップ

評価項⽬ 優れている（３点） 妥当（２点） やや不⼗分（１点） 不⼗分（０点）
教育の責任に関する記
述

教育の責任が簡潔に分かり
やすく書かれており，損愛
⽤も必要⼗分である．

教育の責任がおおむねまと
まってはいるが，読み⼿が
理解するにはもう少し構成
を考えるべきである．

教育の責任が記載さている
が，冗⻑で，分かりづら
く，構成を修正すべきであ
る．

教育の責任が，ただ単に経
歴や科⽬⼀覧になってお
り，全く構成が考えられて
いない．

教育理念とTP構成要素
との関連

教育理念が中⼼的なテー
マ，あるいは教育⽅法以降
のTP構成要素すべてに深
く関連している．

教育理念とTP構成要素が
およそ関連づけられている
が，関連は弱い，あるいは
明瞭ではない．

教育理念とTP構成要素が
関連づけられていない．

教育理念が記載されていな
い．

教育⽅法 代表的な教育⽅法や学習活
動の例（例えば，講義例，
トピックス例，グループ
ワーク例など）が，学習到
達⽬標や学習環境に応じて
適切なものになっている．

代表的な教育⽅法や学習活
動の例を，学習到達⽬標や
学習環境に応じて変えては
いる部分もあるが，同じ⽅
法て⾏なっている部分もあ
る．

教育⽅法や学習活動の例が
学習到達⽬標あるいは環境
にかかわらずおよそ同じで
ある．

教育⽅法や学習活動に関す
る記述がない．

教育⽅法とTP構成要素
との関連

教育⽅法が教育理念や学習
到達⽬標と密接に結びつい
ている．

教育⽅法が教育理念や学習
到達⽬標と結びついて⼊る
が，つながりが⼗分ではな
い部分がある．

教育⽅法と教育理念や学習
到達⽬標との結びつきが漠
然としている，あるいは弱
い．

教育⽅法が教育理念や学習
到達⽬標とは結びついてい
ない．

教育成果の提⽰⽅法 提⽰されている質的評価や
量的評価のデータが明瞭で
分かりやすい．

提⽰されている質的評価や
量的評価のデータがおおむ
ね分かりやすい．

提⽰されている質的評価や
量的評価のデータが分かり
づらい．

質的評価や量的評価のデー
タが視覚的にまとめられて
いない．

教育成果とTP構成要素
との関連

教育成果を⽰すデータが教
育理念や学習到達⽬標と関
連づけられている．

教育成果を⽰すデータが教
育理念や学習到達⽬標と関
連づけられているが，関連
付けが⼗分ではない．

教育成果の分析があまり⾏
われておらず，教育⽅法と
学習到達⽬標との関連もほ
とんどない．

教育成果を⽰すデータが全
くない．

教育者としての⽬標 教育⽬標が教育⽅法や教育
成果と密接に結びついてい
る．

教育⽬標が教育⽅法と教育
成果と結びついているが，
関連が⼗分ではない．

教育⽬標がありきたりで，
教育⽅法と教育成果との関
連もほとんどない．

教育⽬標が教育⽅法や教育
成果と全く結びついていな
い．

表 2　ティーチング・ポートフォリオを評価する際のルーブリック例（皆本，2016）
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く高等教育界になる。
・体育を必修に戻す大学がどんどん増えていく。

Ⅵ　添付資料一覧
資料 1 WS発表のカバーページ（教育理念の

概要）
資料 2 筑波大学体育センターの教育目標「筑

波体育」（木内，2020）
資料 3 2022春の授業リーフレット
資料 4 ソフトボールの試合風景（写真）
資料 5 ソフトボール簡易スコアシート
資料 6 授業アンケート集計結果（2019春）（木

内，2020）
資料 7 自己成長を促した体験に関する学修者

の記述回答（木内，2020）
資料 8 標準化尺度による質問紙調査
資料 9 ワークショップ修了証

 ティーチング・ポートフォリオ　以上

おわりに

2020-2022年の新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）の流行を経て，大学における体育
授業や運動部活動が学生の成長に重要な役割
を果たすことが改めて認識されている（木内，

2023）。わが国の高等教育に大学体育や大学ス
ポーツが将来にわたって継続して堅固に位置づ
いていくためには，優れた事例の集積が望まれ
る（木内，2021）。それには，実践事例の中身
が具体的に他者から閲覧できるものとして数多
く存在する必要があり，現状では質より量の追
求を優先するべき段階といえる。このような
背景のもと，拙稿を省みず自らの TPを掲載す
ることとした。TPとしての出来栄えは，皆本
（2016）による「TP評価のためのルーブリック
案（表 2）」を参考に評価いただければと思う。
まだまだ，である。

TPは，教育業績の評価資料であると同時に
教育改善を促す手段である（栗田，2020）。また，
教員のリフレクションに基づく教育活動を他者
に伝える1つの「型」としても機能できる（栗田，
2021）。自身の研究活動を研究論文にすること
と同様に，大学教員が日々の教育活動を TPと
して書き残し掲載する事例集積の場が，繰り返
すが必要になる。その候補として，各大学発行
の「紀要」が考えられる。紀要掲載論文を研究
業績として扱わない大学もある現実を踏まえ
た，紀要の新たな役割の提案ともいえる。筑波
大学体育センター紀要である本誌「大学体育研
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初年次体育授業の  運動スキル 33.2±4.1 5.5 *** 1.32 27.8±6.6 4.6
主観的恩恵評価尺度  協同プレイ 37.6±3.1 6.3 *** 2.52 29.7±6.5 5.0
（⻄⽥ら，2016）7件法25問  ストレス対処 24.5±3.1 6.1 *** 1.27 20.5±5.0 5.1

 体⼒⾝体活動 31.3±4.8 5.2 *** 1.13 25.8±6.6 4.3
 ⽣活習慣 13.9±4.6 4.6 0.19 13.2±3.5 4.4

合計 140.5±14.6 5.6 *** 1.61 117.0±23.5 4.7

⼤学体育実技経験評価尺度  ⾃⼰開⽰ 11.8±2.7 3.0 *** 0.61 10.2±3.0 2.6
（島本・⽯井，2006）4件法14問  他者協⼒ 14.7±1.8 3.7 *** 1.50 12.0±3.1 3.0

 挑戦達成 9.0±2.5 3.0 * 0.41 8.0±2.3 2.7
 楽しさ実感 10.4±1.5 3.5 ** 0.53 9.5±2.0 3.2

合計 45.8±7.1 3.3 *** 0.86 39.7 2.8

⼤学⽣⽤動機づけ雰囲気尺度  熟達志向的雰囲気 25.9±2.9 4.3 *** 1.37 21.9±3.8 3.7
（永⽥ら，2016）5件法12問  成績志向的雰囲気 10.2±3.0 1.7 ** -0.52 11.8±4.3 2.0

*p<.05，**p<.01，***p<.001：各先⾏研究における基準値との有意な差を⽰す．
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究」は，投稿区分の総説，原著論文，研究資料，
報告の他に，2019年から「ティーチング・ポー
トフォリオ」と「コーチング・ポートフォリオ」
を新設し，全国の大学教員による体育授業や運
動部活動に関する教育／指導実践記録の集積の
場を提供している（木内，2021b）。しかしな
がら，本誌においてこれまでポートフォリオ
としての報告はまだ 2編（木内，2020；2021a）
と少ない。筑波大学体育センターは FD活動の
一環として，TP執筆の準備としての TPチャー
ト（栗田，2021）作成研修会を開催し，TPの
普及に努めている（奈良ほか，2023）が，道半
ばである。TPを教育の情報共有，教育改善に
結びつけていくための場として各大学の紀要や
本誌が機能すること，そして本稿を踏み台に 1

人でも多くの教員がTP執筆されることを願う。

付記

大阪公立大学高専 TP作成WSのリーダーで
ありスーパーバイザーの北野健一先生，メン
ターとして私の教育理念を掘り起こしてくだ
さった鯵坂誠之先生をはじめ，本WSの運営に
ご尽力いただいた先生方，本WSを受講された
同士の先生方，そして本稿の資料整理でご助力
いただいた木内研究室大学院生の松浦稜氏，み
なさまに心よりお礼申し上げます。

文献リスト

ガニエ, R.M.，ウェイジャー, W.W.，ゴラス, K.C.，
ケラー, J.M.，インストラクショナルデザイ

表 1 第 27 回ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ⽇程 

 
 
 
表２ ティーチング・ポートフォリオを評価する際のルーブリック例（皆本，2016） 

 
 
 

2022/9/6⽕ 2022/9/7⽔ 2022/9/8⽊
  9:00-9:50 オリエンテーション   9:00-10:00 TP作成作業（各⾃）  8:45-9:45 TP作成作業（各⾃）
10:00-12:00 TPチャート作成WS 10:00-11:00 第３回個⼈ミーティング  9:45-10:45 第５回個⼈ミーティング
12:00-12:45 昼休憩 11:00-12:00 TP作成作業（各⾃） 10:45-11:45 TP作成作業
12:45-14:15 第１回個⼈ミーティング 12:00-12:45 昼休憩 11:45-12:30 昼休憩
14:15-17:00 TP作成作業（各⾃） 12:45-14:15 中間発表＋意⾒交換会 12:30-13:15 よいメンタリングに必要なこと
17:00-18:00 第２回個⼈ミーティング 14:15-17:00 TP作成作業 13:15-14:45 TP作成作業＆プレゼン準備
18:00-19:00 TP作成作業（各⾃） 17:00-18:00 第４回個⼈ミーティング 14:45-16:30 プレゼンテーション
19:00-20:00 ⼣⾷休憩 18:00〜 TP作成作業（各⾃） 16:30-17:00 修了式
20:00-21:00 意⾒交換会 23:00 TP第２稿提出締切期限 19:00-20:30 修了を祝う会（任意）
21:00〜 TP作成作業（各⾃）
TP：ティーチング・ポートフォリオ  WS：ワークショップ

評価項⽬ 優れている（３点） 妥当（２点） やや不⼗分（１点） 不⼗分（０点）
教育の責任に関する記
述

教育の責任が簡潔に分かり
やすく書かれており，損愛
⽤も必要⼗分である．

教育の責任がおおむねまと
まってはいるが，読み⼿が
理解するにはもう少し構成
を考えるべきである．

教育の責任が記載さている
が，冗⻑で，分かりづら
く，構成を修正すべきであ
る．

教育の責任が，ただ単に経
歴や科⽬⼀覧になってお
り，全く構成が考えられて
いない．

教育理念とTP構成要素
との関連

教育理念が中⼼的なテー
マ，あるいは教育⽅法以降
のTP構成要素すべてに深
く関連している．

教育理念とTP構成要素が
およそ関連づけられている
が，関連は弱い，あるいは
明瞭ではない．

教育理念とTP構成要素が
関連づけられていない．

教育理念が記載されていな
い．

教育⽅法 代表的な教育⽅法や学習活
動の例（例えば，講義例，
トピックス例，グループ
ワーク例など）が，学習到
達⽬標や学習環境に応じて
適切なものになっている．

代表的な教育⽅法や学習活
動の例を，学習到達⽬標や
学習環境に応じて変えては
いる部分もあるが，同じ⽅
法て⾏なっている部分もあ
る．

教育⽅法や学習活動の例が
学習到達⽬標あるいは環境
にかかわらずおよそ同じで
ある．

教育⽅法や学習活動に関す
る記述がない．

教育⽅法とTP構成要素
との関連

教育⽅法が教育理念や学習
到達⽬標と密接に結びつい
ている．

教育⽅法が教育理念や学習
到達⽬標と結びついて⼊る
が，つながりが⼗分ではな
い部分がある．

教育⽅法と教育理念や学習
到達⽬標との結びつきが漠
然としている，あるいは弱
い．

教育⽅法が教育理念や学習
到達⽬標とは結びついてい
ない．

教育成果の提⽰⽅法 提⽰されている質的評価や
量的評価のデータが明瞭で
分かりやすい．

提⽰されている質的評価や
量的評価のデータがおおむ
ね分かりやすい．

提⽰されている質的評価や
量的評価のデータが分かり
づらい．

質的評価や量的評価のデー
タが視覚的にまとめられて
いない．

教育成果とTP構成要素
との関連

教育成果を⽰すデータが教
育理念や学習到達⽬標と関
連づけられている．

教育成果を⽰すデータが教
育理念や学習到達⽬標と関
連づけられているが，関連
付けが⼗分ではない．

教育成果の分析があまり⾏
われておらず，教育⽅法と
学習到達⽬標との関連もほ
とんどない．

教育成果を⽰すデータが全
くない．

教育者としての⽬標 教育⽬標が教育⽅法や教育
成果と密接に結びついてい
る．

教育⽬標が教育⽅法と教育
成果と結びついているが，
関連が⼗分ではない．

教育⽬標がありきたりで，
教育⽅法と教育成果との関
連もほとんどない．

教育⽬標が教育⽅法や教育
成果と全く結びついていな
い．

表 2　ティーチング・ポートフォリオを評価する際のルーブリック例（皆本，2016）
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く高等教育界になる。
・体育を必修に戻す大学がどんどん増えていく。

Ⅵ　添付資料一覧
資料 1 WS発表のカバーページ（教育理念の

概要）
資料 2 筑波大学体育センターの教育目標「筑

波体育」（木内，2020）
資料 3 2022春の授業リーフレット
資料 4 ソフトボールの試合風景（写真）
資料 5 ソフトボール簡易スコアシート
資料 6 授業アンケート集計結果（2019春）（木

内，2020）
資料 7 自己成長を促した体験に関する学修者

の記述回答（木内，2020）
資料 8 標準化尺度による質問紙調査
資料 9 ワークショップ修了証

 ティーチング・ポートフォリオ　以上

おわりに

2020-2022年の新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）の流行を経て，大学における体育
授業や運動部活動が学生の成長に重要な役割
を果たすことが改めて認識されている（木内，

2023）。わが国の高等教育に大学体育や大学ス
ポーツが将来にわたって継続して堅固に位置づ
いていくためには，優れた事例の集積が望まれ
る（木内，2021）。それには，実践事例の中身
が具体的に他者から閲覧できるものとして数多
く存在する必要があり，現状では質より量の追
求を優先するべき段階といえる。このような
背景のもと，拙稿を省みず自らの TPを掲載す
ることとした。TPとしての出来栄えは，皆本
（2016）による「TP評価のためのルーブリック
案（表 2）」を参考に評価いただければと思う。
まだまだ，である。

TPは，教育業績の評価資料であると同時に
教育改善を促す手段である（栗田，2020）。また，
教員のリフレクションに基づく教育活動を他者
に伝える1つの「型」としても機能できる（栗田，
2021）。自身の研究活動を研究論文にすること
と同様に，大学教員が日々の教育活動を TPと
して書き残し掲載する事例集積の場が，繰り返
すが必要になる。その候補として，各大学発行
の「紀要」が考えられる。紀要掲載論文を研究
業績として扱わない大学もある現実を踏まえ
た，紀要の新たな役割の提案ともいえる。筑波
大学体育センター紀要である本誌「大学体育研
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初年次体育授業の  運動スキル 33.2±4.1 5.5 *** 1.32 27.8±6.6 4.6
主観的恩恵評価尺度  協同プレイ 37.6±3.1 6.3 *** 2.52 29.7±6.5 5.0
（⻄⽥ら，2016）7件法25問  ストレス対処 24.5±3.1 6.1 *** 1.27 20.5±5.0 5.1

 体⼒⾝体活動 31.3±4.8 5.2 *** 1.13 25.8±6.6 4.3
 ⽣活習慣 13.9±4.6 4.6 0.19 13.2±3.5 4.4

合計 140.5±14.6 5.6 *** 1.61 117.0±23.5 4.7

⼤学体育実技経験評価尺度  ⾃⼰開⽰ 11.8±2.7 3.0 *** 0.61 10.2±3.0 2.6
（島本・⽯井，2006）4件法14問  他者協⼒ 14.7±1.8 3.7 *** 1.50 12.0±3.1 3.0

 挑戦達成 9.0±2.5 3.0 * 0.41 8.0±2.3 2.7
 楽しさ実感 10.4±1.5 3.5 ** 0.53 9.5±2.0 3.2

合計 45.8±7.1 3.3 *** 0.86 39.7 2.8

⼤学⽣⽤動機づけ雰囲気尺度  熟達志向的雰囲気 25.9±2.9 4.3 *** 1.37 21.9±3.8 3.7
（永⽥ら，2016）5件法12問  成績志向的雰囲気 10.2±3.0 1.7 ** -0.52 11.8±4.3 2.0

*p<.05，**p<.01，***p<.001：各先⾏研究における基準値との有意な差を⽰す．
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一般体操における熟練指導者の指導理念に関する質的研究

狩野莉奈｠1），本谷　聡｠2），堀口　文｠2）

A qualitative study of the philosophy of an expert teacher 
in teaching Gymnastics for All

Rina KANO1）, Satoshi MOTOYA2）, Aya HORIGUCHI2）

Ⅰ．はじめに

第 4次産業革命により生活全般において利
便性が向上し，急速に社会環境が変化してい
る一方で（総務省，2017），身体活動量の減少
や運動不足による問題が明らかになっている
（Haskel et al., 2007; Stuck et al., 1999）。実際に，
我が国において，運動習慣があるものは半数に
も満たないことが報告されている。また，運動
習慣を改善することに関心はあるものの，改善
する意思がないことの理由には「仕事（家事・
育児）が忙しいこと」，「面倒くさいこと」，「歳
をとったこと」があげられている（厚生労働省 , 

2019）。このことから，時間の確保が難しいこ
となどを理由に，運動を実施する習慣を身につ
けることを諦めている可能性が考えられる。そ
のため，実施者の生活様式や能力に合わせ，無
理なく続けることができる運動の実施方法や内
容が求められている。

Ⅱ．一般体操とは

本研究で対象とする一般体操は，「主として
競技をしないすべての体操」のことを示し，他
のスポーツとは異なり，ルールを設定して他者
と勝ち負けを競い合うものではなく，ねらいに
応じて自分自身のために実施する運動である。
その目的は，健康的な体を維持することや，一
般体操を実施すること自体を楽しむこと，一般
体操を通して交友関係を広げることなど多岐に
わたる。また，一般体操の特性として表 1に
示す 6つがあげられている（荒木ほか , 2014）。
その中には，「いつでも，どこでも，だれでも，
また，だれとでも，手軽に実施することができ
る」といった「実施の簡易性」や，「個人の体力・
技能・年齢に応じて運動の行い方や構成の仕方
を調節できる」といった「実施者の個別性」が
あることから，一般体操は，性別や年齢を問わ
ず，誰もが無理なく運動を継続できる可能性を
有していると考えられる。

1）筑波大学大学院人間総合科学研究群・体育学学位プログラム
   Master’s Program in Physical Education, Health and Sport Sciences, Graduate School of 

Comprehensive Human Sciences, University of Tsukuba 

2）筑波大学体育系
  Institute of Health and Sport Sciences, University of Tsukuba

― 17 ―

大学体育研究　46：17－ 24，2024 報　　告
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